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エドウィナ・オズグッドは、老人ホームへはいることになった、大・大おばさまのエドウィナ・

オズグッド（同じ名前）の部屋の片づけをしたとき、箱の中にぎっしりとつまった手紙をみつけま

した。どれも、市長や市議会議長など、市の要職につく人物にあてて、町の困りごとの改善をもと

める手紙だった。 
ある日、エドウィナはそれまで気にもとめなかった、くさりで囲われたこわれたブランコが長い

間放置されていることに気が付いた。市長に知らせたい。でも、子どもでは絶対に相手にされない

だろう。「エドウィナおばさまみたいに書けたら」そうおもったエドウィナは、おばさまの手紙の表

現やサインをまねて、手紙をだします。「拝啓、グレンジャー市長殿」 
でも、それが、予想外の展開になっていき…。 
 


